第２期大東市子ども・子育て支援事業計画　進捗状況

I．幼児期の教育・保育の提供体制の確保内容
■教育施設（幼稚園、認定こども園）の量の見込みと確保方策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）
	推計値
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	①量の見込み
	999
	969
	941
	908
	896

	１号認定
	696
	675
	655
	632
	624

	２号認定
	303
	294
	286
	276
	272

	②確保の内容
	1,436
	1,436
	1,436
	1,436
	1,436

	　認定こども園・幼稚園
	1,102
	1,102
	1,102
	1,102
	1,102

	新制度に移行していない幼稚園
	334
	334
	334
	334
	334

	乖離（②－①）
	437
	467
	495
	528
	540


■保育施設（認定こども園、認可保育所）の量の見込みと確保方策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）
	推計値
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	①量の見込み
	2,548
	2,541
	2,514
	2,478
	2,472

	２号認定
	1,497
	1,451
	1,410
	1,360
	1,342

	３号認定
	1,051
	1,090
	1,104
	1,118
	1,130

	②確保の内容
	2,643
	2,655
	2,667
	2,679
	2,693

	　特定教育・保育施設
	2,573
	2,585
	2,597
	2,609
	2,623

	　　・２号認定
	1,563
	1,563
	1,563
	1,563
	1,563

	　　・３号認定
	1,010
	1,022
	1,034
	1,046
	1,060

	小規模保育
	70
	70
	70
	70
	70

	乖離（②－①）
	95
	114
	153
	201
	221




　　　　
■２号・３号認定児童の定員と入所児童数（４月１日現在）　　　　　　（単位：人）
	　
	令和元年度
	令和２年度

	定員
	２号
	1,502
	1,565

	
	３号
	1,068
	1,070

	
	合計
	2,570
	2,635

	入所児童数
	２号
	1,429
	1,534

	
	３号
	1,057
	1,050

	
	合計
	2,486
	2,584


◆令和２年度以降の確保方策

○就学前教育・保育施設の利用定員の見直し
　◆認定こども園の利用定員の見直し

	
	施設名称
	内容


	令和２年度
	若竹こども園
	69人　→　79人

	
	朋来幼稚園
	48人　→　60人

	
	四条保育園
	92人　→　85人


○待機児童解消の取り組み
◆保育利用枠の拡大
	
	H31.4月
	R2.4月

	２号認定
	１，５０２人
	１，５６５人

	３号認定
	１，０６８人
	１，０７０人

	２号＋３号
	２，５７０人
	２，６３５人


◆各年度における確保の内容
　認定こども園化の推進
	　
	施設名称
	内容

	令和２年度
	新田保育園
四條畷学園大学附属幼稚園
	幼保連携型（1号9人、2号54人、3号36人）
幼稚園型（1号284人、2号50人）


Ⅱ．地域子ども・子育て支援事業の提供体制の確保内容
	事業名
	①時間外保育事業
	担当課
	子ども室
	該当ページ

	
	
	
	
	85ページ


１．計画内容
	事業概要
	　就労形態の多様化等に伴い、保育所等において通常の保育時間を超えて保育を実施する事業です。

	提供体制、確保策の考え方
	○時間外保育は全園で提供体制が整っているため、これまでどおり希望に対応していきます。


２．事業計画に対する進捗状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）
	項　目
	令和元年度
	令和2年度
	令和3年度
	令和4年度
	令和5年度
	令和6年度

	①量の見込み
	821
	921
	945
	966
	991
	1,002

	②確保の内容
	821
	921
	945
	966
	991
	1,002

	乖離（②－①）
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	実績
	1,036
	-
	-
	-
	-
	-


３．令和２年度以降の実施状況と今後の取り組み

	事業名
	②放課後児童健全育成事業
　（放課後児童クラブ）
	担当課
	生涯学習課
	該当ページ

	
	
	
	
	85ページ


１．計画内容

	事業概要
	　保護者が就労等により昼間家庭にいない小学校に就学している児童に対し、授業の終了後に適切な遊びおよび生活の場を与えて、その健全な育成を図る事業です。

	提供体制、確保策の考え方
	○実際の入所者数の推移を見ながら、必要な施設整備や運営体制を検討していきます。実施箇所については、各小学校に１か所としています。

○量の見込みと確保の内容については、特に高学年で乖離が激しく、②確保の内容については、平成２７年度～平成３１年度の推移から予想を立てたものであり、「待機児童」は発生させず、希望者すべてを受け入れると仮定した上での人数となっています。


２．事業計画に対する進捗状況
①低学年の場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）
	項　目
	令和元年度
	令和2年度
	令和3年度
	令和4年度
	令和5年度
	令和6年度

	①量の見込み
	１年生
	1,151
	406
	405
	407
	406
	406

	
	２年生
	
	311
	310
	313
	311
	312

	
	３年生
	
	255
	256
	257
	256
	256

	②確保の内容
	１年生
	1,151
	406
	405
	407
	406
	406

	
	２年生
	
	311
	310
	313
	311
	312

	
	３年生
	
	255
	256
	257
	256
	256

	乖離（②－①）
	１年生
	0
	0 
	0 
	0
	0
	0

	
	２年生
	
	0
	0
	0
	0
	0

	
	３年生
	
	0 
	0
	0
	0
	0

	実績
	１年生
	968
	- 
	-
	-
	-
	-

	
	２年生
	
	-
	-
	-
	-
	-

	
	３年生
	
	-　　　　　　　　　　
	-
	-
	-
	-


②高学年の場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）
	項　目
	令和元年度
	令和2年度
	令和3年度
	令和4年度
	令和5年度
	令和6年度

	①量の見込み
	４年生
	217
	200
	214
	236
	256
	279

	
	５年生
	
	52
	57
	62
	67
	72

	
	６年生
	
	32
	34
	37
	41
	45

	②確保の内容
	４年生
	217
	200
	214
	236
	256
	279

	
	５年生
	
	52
	57
	62
	67
	72

	
	６年生
	
	32
	34
	37
	41
	45

	乖離（②－①）
	４年生
	0
	0 
	0 
	0
	0
	0

	
	５年生
	
	0
	0
	0
	0
	0

	
	６年生
	
	0 
	0
	0
	0
	0

	実績
	４年生
	259
	- 
	-
	-
	-
	-

	
	５年生
	
	-
	-
	-
	-
	-

	
	６年生
	
	-　　　　　　　　　　
	-
	-
	-
	-


３．令和２年度以降の実施状況と今後の取り組み

	事業名
	③子育て短期支援事業

（ショートステイ・トワイライトステイ）
	担当課
	子ども室
	該当ページ

	
	
	
	
	87ページ


１．計画内容

	事業概要
	　保護者の疾病その他の理由により家庭での養育が一時的に困難となった場合などに、施設において一定期間、養育・保護を行う事業です。

	提供体制、確保策の考え方
	○制度の認知度を高めることで利用拡大を図り、令和２年度以降は年間３０人程度の制度利用をめざします。


２．事業計画に対する進捗状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　（単位：人日）
	項　目
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	①量の見込み
	30
	30
	30
	30
	30
	30

	②確保の内容
	30
	30
	30
	30
	30
	30

	②－①
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	実績
	23
	-
	-
	-
	-
	-


３．令和２年度以降の実施状況と今後の取り組み

	事業名
	④地域子育て支援拠点事業
	担当課
	子ども室
	該当ページ

	
	
	
	
	87ページ


１．計画内容

	事業概要
	　乳幼児およびその保護者が相互の交流を行う場所を提供し、親子で参加できる講座・教室を開催するほか、子育てについての相談、情報の提供、助言その他の援助を行う事業です。

	提供体制、確保策の考え方
	○「地域子育て支援センター」の３か所および「つどいの広場」の５か所で充足が可能と思われますが、今後の状況を勘案しながら、運営体制や内容を検討します。


２．事業計画に対する進捗状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：人回）
	項　目
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	①量の見込み
	124,190
	　118,312
	118,325
	118,334
	118,346
	118,360

	②確保の内容
	124,190
	118,312
	118,325
	118,334
	118,346
	118,360

	②－①
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	実績
	100,524
	-
	-
	-
	-
	-


３．令和２年度以降の実施状況と今後の取り組み

	事業名
	⑤一時預かり事業
	担当課
	子ども室
	該当ページ

	
	
	
	
	88ページ


１．計画内容

	事業概要
	　保護者の疾病等の理由により一時的に家庭での保育が困難となった場合に、保育所等において児童を一時的に預かる事業および幼稚園・認定こども園において在籍園児を対象として行う教育時間前後の預かり保育事業です。

	提供体制、確保策の考え方
	○幼稚園型一時預かりについては、十分な利用枠を確保できる体制が整っており、これまでどおり利用希望に対してサービスを提供します。
○認定こども園３か所と保育所１か所で一時預かりを実施し、キッズプラザで休日保育を実施しています。ファミリー・サポート・センターでも提供体制が整備され、充足は可能となっていますが、利便性向上のためニーズの拡大に応じた実施箇所数の増加を検討します。


２．事業計画に対する進捗状況
■幼稚園・認定こども園における一時預かり事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人日）
	項　目
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	①量の見込み
	１号認定
	56,120
	53,359
	51,869
	50,455
	49,062
	47,716

	
	２号認定
	51,850
	48,666
	47,307
	46,017
	44,747
	43,519

	②確保の内容
	延べ人数
	107,970
	102,025
	99,176
	96,472
	93,809
	91,235

	
	施設数
	-
	20
	20
	20
	20
	20

	乖離
（②－①）
	延べ人数
	0
	0 
	0
	0
	0
	0

	実績
	延べ人数
	46,090
	-
	-
	-
	-
	-


■幼稚園以外における一時預かり事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人日）
	項　目
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	①量の見込み
	0～5歳
	4,286
	3,616
	3,658
	3,769
	3,940
	3,859

	②確保の内容
	4,286
	3,616
	3,658
	3,769
	3,940
	3,859

	②－①
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	実績
	2,678
	-
	　　　　-
	-
	-
	-


※保育所における一時預かり事業、ファミリー・サポート・センター事業が該当します。
３．令和２年度以降の実施状況と今後の取り組み

	事業名
	⑥病児・病後児保育事業
	担当課
	子ども室
	該当ページ

	
	
	
	
	89ページ


１．計画内容

	事業概要
	　児童が病気や病気の回復期にあって集団保育が困難な期間に、保育所・医療機関等に付設された専用スペース等で児童を一時的に預かる事業です。

	提供体制、確保策の考え方
	〇「あすなろ病児・病後児保育室」と「野崎徳洲会病院病児保育室」の、市内２か所体制により、定員１２名の受入れ体制を整えています。
〇積極的な事業周知を図ることにより受け入れ拡大をめざします。


２．事業計画に対する進捗状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人日）
	項　目
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	①量の見込み
	1,684
	689
	777
	852
	949
	1,003

	②確保の内容
	1,684
	689
	777
	852
	949
	1,003

	②－①
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	実績
	593
	-
	-
	-
	-
	-


３．令和２年度以降の実施状況と今後の取り組み

	事業名
	⑦ファミリー・サポート・センター事業
	担当課
	子ども室
	該当ページ

	
	
	
	
	90ページ


１．計画内容

	事業概要
	　家族に乳幼児や小学生の児童のいる人が会員となり、児童の預かりの援助を受けたい人と援助を行いたい人との相互援助活動を行う事業です。

	提供体制、確保策の考え方
	○提供体制は整備されているため、市民への広報を積極的に行い、量の確保を図ります。


２．事業計画に対する進捗状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人日）
	項　目
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	①量の見込み
	1～3年生
	399
	424
	438
	452
	464
	461

	
	4～6年生
	201
	205
	214
	242
	259
	247

	②確保の内容
	1～3年生
	399
	424
	438
	452
	464
	461

	
	4～6年生
	201
	205
	214
	242
	259
	247

	②－①
	1～3年生
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	
	4～6年生
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	実績
	1～3年生
	529
	-
	-
	-
	-
	-

	
	4～6年生
	266
	-
	-
	-
	-
	-


３．令和２年度以降の実施状況と今後の取り組み

	事業名
	⑧利用者支援事業
	担当課
	子ども室
	該当ページ

	
	
	
	
	91ページ


１．計画内容

	事業概要
	　子どもまたはその保護者の身近な場所で、子育て家庭の「個別ニーズ」の把握に努め、教育・保育施設や地域の子育て支援事業等の情報提供および必要に応じ相談・助言等の必要な支援を行う事業です。

	提供体制、確保策の考え方
	○子育て世代包括支援センター「ネウボランドだいとう」に専門知識のある職員を配置し、包括的な情報提供事業を進めます。


２．事業計画に対する進捗状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：か所）
	項　目
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	①量の見込み
	1
	1
	1
	1
	1
	1

	②確保の内容
	1
	1
	1
	1
	1
	1

	②－①
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	実績
	1
	-
	-
	-
	-
	-


３．令和２年度以降の実施状況と今後の取り組み

	事業名
	⑨乳児家庭全戸訪問事業
	担当課
	子ども室
	該当ページ

	
	
	
	
	91ページ


１．計画内容

	事業概要
	　生後４か月までの乳児のいる家庭を訪問し、子育てに関する情報の提供並びに乳児およびその保護者の心身の状況・養育環境の把握を行うほか、養育についての相談に応じ、助言その他援助を行うことで子育ての孤立化を防ぐ事業です。

	提供体制、確保策の考え方
	○事業については、対象者全員に対して行われるものであり、令和２年度以降についても引き続き取り組みを進めます。


２．事業計画に対する進捗状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）
	項　目
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	①量の見込み
	1,092
	840
	811
	788
	765
	771

	②確保の内容
	1,092
	840
	811
	788
	765
	771

	②－①
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	実績
	831
	-
	-
	-
	-
	-


３．令和２年度以降の実施状況と今後の取り組み

	事業名
	⑩養育支援訪問事業
	担当課
	子ども室
	該当ページ

	
	
	
	
	92ページ


１．計画内容

	事業概要
	　保護者の養育を支援することが特に必要と認められる世帯などに対し、その養育が適切に行われるよう、養育に関する相談、指導、助言その他必要な支援を行うことを目的とする事業です。

	提供体制、確保策の考え方
	○現在は、支援を必要としている家庭に対して実施していますが、今後は対象を拡大し、制度の周知を行うことにより、利用の増加を図ります。


２．事業計画に対する進捗状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：人）
	項　目
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	①量の見込み
	15
	15
	16
	17
	18
	19

	②確保の内容
	15
	15
	16
	17
	18
	19

	②－①
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	実績
	6
	-
	-
	-
	-
	-


３．令和２年度以降の実施状況と今後の取り組み

	事業名
	⑪子どもを守る地域ネットワーク機能強化事業
	担当課
	子ども室
	該当ページ

	
	
	
	
	92ページ


１．計画内容

	事業概要
	　平成２８年度の児童福祉法改正に伴い、要保護児童対策地域協議会の調整担当者研修を受講した者を必ず配置することが努力義務とされたことから、ネットワークの機能強化を進めます。
　児童虐待防止月間である１１月には街頭キャンペーンや市民向けの啓発講座を実施し、要保護児童対策地域協議会の取り組みや児童虐待に関する啓発活動に取り組みます。

	提供体制、確保策の考え方
	○今後の具体的な事業内容については、国の動向に応じて支援体制等を検討します。


２．令和２年度以降の実施状況と今後の取り組み
	事業名
	⑫妊婦健康診査事業
	担当課
	地域保険課
	該当ページ

	
	
	
	
	93ページ


１．計画内容

	事業概要
	　安心・安全に出産を迎えるために、妊娠中の定期的な健康診査により、母子の健康増進、妊婦の生活改善を目的として健康診査を行う事業です。

	提供体制、確保策の考え方
	○妊婦健康診査については、１人につき１４回、最大１２万円の助成を保証しているものであり、最大限の利用を啓発します。


２．事業計画に対する進捗状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人、人回）
	項　目
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	①量の見込み
	実人数
	1,700
	1,312
	1,272
	1,236
	1,198
	1,163

	
	延べ回数
	15,300
	10,111
	9,780
	9,575
	9,306
	9,053

	②確保の内容
	実人数
	1,700
	1,312
	1,272
	1,236
	1,198
	1,163

	
	延べ回数
	15,300
	10,111
	9,780
	9,575
	9,306
	9,053

	②－①
	実人数
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	
	延べ回数
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	実績
	延べ回数
	11,090
	-
	-
	-
	-
	-


３．令和２年度以降の実施状況と今後の取り組み

	事業名
	⑬多様な主体の参入促進事業
	担当課
	子ども室
	該当ページ

	
	
	
	
	93ページ


１．計画内容

	事業概要
	　待機児童解消加速化プランによる保育の受け皿の拡大や、子ども・子育て支援新制度の円滑な施行のためには、多様な事業者の能力を活用しながら、保育所、認定こども園、小規模保育等の設置を促進していくことが必要です。一方で、新たに開設された施設や事業が安定的かつ継続的に運営されるには、保護者や地域住民との信頼関係が欠かせません。
　本事業は新規施設事業者が円滑に事業を実施できるよう、新規施設等に対する実施支援、相談・助言、小規模保育事業等の連携施設のあっせん等を実施するものです。

	提供体制、確保策の考え方
	○今後の具体的な事業内容については、国の動向に応じて支援体制の検討を行います。


２．令和２年度以降の実施状況と今後の取り組み

	事業名
	⑭実費徴収に係る補足給付を行う事業
	担当課
	子ども室
	該当ページ

	
	
	
	
	94ページ


１．計画内容

	事業概要
	　新制度における幼児期の教育・保育については、国が定める公定価格をもとに、市町村が利用者負担額を設定しますが、保育施設の利用に当たっては、利用者負担額とは別に日用品等の購入費用や、食材料費に係る実費の支払いが必要となる場合があります。
　本事業は、この実費により支払う費用の一部について、低所得者の負担軽減を図るため、公費による補助を行うものです。

	提供体制、確保策の考え方
	○今後の具体的な事業内容については、国の動向に応じて女性の内容等を検討します。


２．令和２年度以降の実施状況と今後の取り組み

資料１





○幼児教育・保育の無償化等の社会的要因による保育ニーズの変動を注視しながら、必要な定員枠の確保に努めます。


○保育利用枠の不足する地域においては、施設改修と連動した定員増員の働きかけを行うなど、利用枠確保の取り組みを推進します。


○公立保育所・幼稚園についても、地域的な保育ニーズの変化に対応するため、北条地域における公立施設の認定こども園化等、あり方の検討を進めます。





○令和２年度に私立幼稚園・保育所が幼保連携型認定こども園１園、幼稚園型認定こども園１園へ移行し、それぞれ時間外保育を実施しています。


○時間外保育を実施する保育所等が増加したことにより、保護者の利便性が向上しました。


○時間外保育は全園で提供体制が整っており、今後も希望に応じたサービスの提供を行っていきます。





○希望者全員が利用可能な状況を維持するため、今後も必要に応じた拡充を行います。








○子育て短期支援事業については、市内に事業を実施する施設がないため、八尾市および東大阪市の児童養護施設に事業を委託して実施しています。


○制度の認知度を高めることで利用拡大を図ってまいります。





○子育て支援センターの運営は、１か所を直営で、２か所を指定管理で実施しています。


○５か所のつどいの広場は、すべて委託事業として実施しています。


○令和２年度の利用見込みは、計画策定段階では令和元年度と同程度と見込まれます。





○認定こども園３か所、保育所１か所における一時預かりと、子育て支援センターにおける休日保育とあわせ、提供体制の充実を図っています。





○既設の「あすなろ病児・病後児保育室」に加え、平成３０年１２月に新設した「野崎徳洲会病院病児保育室」においても事業を開始しました。


○実施施設が２か所となったことにより、利便性が向上しました。今後は事業の周知を進めることで、利用の拡大を図ります。





○主な活動内容としては、習い事や放課後児童クラブの送り迎えや帰宅後の預かり、保護者の就労の援助、保護者の病気・その他の急用の場合の援助となっています。


○利用件数については、微増している状況です。提供体制は整備されていることから、今後は事業のPRを進めることにより、会員の確保に引き続き努めるとともに、登録会員の利用を促進する取り組みを行い、利用実績の増加を目指します。





○平成３０年８月に子育て世代包括支援センター「ネウボランドだいとう」を開設し、妊娠・出産期から就学期に至る子育てに関する情報提供や、相談事業を実施しています。








○母親が心身ともに健康な生活を送れるよう、乳幼児の健康状態の把握を行うとともに、家庭での子育てが円滑に行われるよう相談や技術指導を進めています。


○対象者全員に対して行われており、引き続き取り組みを進めます。





○現在のところは、支援を必要としている家庭に対し市の判断で支援を行っている状況です。引き続ききめ細かな対応に努めます。





○市民への啓発活動や調整機関職員・ネットワーク構成員に対する研修を行い、機能強化を図っています。





○令和元年度における妊婦健康診査の受診率は、ほぼ１００％となっています。今後も全員受診を目指し、可能な限り多くの方に検診を受けていただけるよう啓発を進めます。





○安心・安全な保育の実施に留意しつつ、保育ニーズに応じた保育・教育施設の拡充を進めます。





○現在のところは、実費徴収を行っている園がないため、補助事業については実施しておりません。今後については、実費徴収の状況把握に努めるとともに、国の動向に応じた助成の内容等を検討します。
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